
ねらい：友達と共に過ごす喜びを味わい、自分達で遊びや活動を進める楽しさを感じる。

保育の振り返り

残り少しとなった幼稚園生活のなかで、仲間を意識する姿がたくさん見られるようになり自分達で、友達を誘い合ったり、
考えを出し合ったりしながら、遊ぶことを楽しんでいる子ども達です。今では、ドッジボールをよく楽しんでおり、チーム
分けをみんなで決めたり、「〇時になったらお部屋に入らないかんけん、早く決めようよ」と見通しを持ちながら行動する姿、
チームの中で「がんばれー」「おしい！」「当たったらこっちにいくんよ」と知らせる姿等、友達と一緒に遊びを進めるなか
で、充実感を味わう姿が見られています。時には、考えがまとまらず話し合いが長くなることもありますが、なるべく子ども
達で考えを出し合いながら、どうしたらみんなが楽しく遊べるか等、話し合いをする時間を大切にしています。必要に応じて
アドバイス等しますが、考えがまとまった際には、子ども達も嬉しく「よし、きまった！はやくしよう！」と自分たちで決め
た考えに合わせて遊びを進めていくことで、子ども達もより充実しているように感じます。残り少ない幼稚園生活のなかでも
友達の良い所を認め合いながら、考えたり、実際に試したりしながら子ども達で遊びや活動を進めていけるような環境を整え
ていきたいと思います。（健康な心と体・言葉による伝え合い・規範意識の芽生え・自立心・協同性）

活動や遊びを通して 対象児：5歳児 ふじ組
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